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2020年度の取り組み概要（実績と計画）
（１）新造船の着実な建造・竣工と安全運航

－７月６日 瀬戸内クラフト社（広島県尾道市）にて進水式挙行
のち８月４日に竣工、引渡（広島・宇品港へ回航）

－８月２０日
就航披露式・試乗会開催

★国土交通省海事局長、
中国運輸局長、
広島県知事、関係各市長

ほかご出席
（国土交通省海事局 C to Sea

YouTube チャンネルの取材あり）

（２）戦略的・計画的なプロモーションによる販売
－９月１２日 営業初便運行
★当初首都圏・関西発の団体旅行が４月頃より多数予約→コロナ影響でキャンセル
→広島県・岡山県内発の日帰り団体（マイクロツーリズム）が好評、９月中満席
★10月～12月中旬は、個人型販売も加えた定期運航／団体ﾁｬｰﾀｰでほぼ毎日稼働
★コロナウイルス感染拡大防止対策
定員を90名から60～70名程度に減じて運航
抗菌・抗ウイルス加工「セルフィール」をJR西日本テクノスにより施工
非接触お土産物販売「みやげっと in SEA SPICA」（㈱ｷﾞﾌﾄﾊﾟｯﾄﾞ）を初導入
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2020年度の取り組み概要（実績と計画）
（３）地域との連携による着地観光開発の推進

ー９月１２日 各立寄港にて、市長・駅長等による営業初便のお出迎え・お見送り
１０月２日 デスティネーションキャンペーンオープニングでの式典、お出迎え
★「シースピカ」の運航・集客状況については、以降も継続して地元住民と共有
従って、地元住民の任意で、寄港地において適宜お出迎え・お見送り、マルシェ出店

◎観光庁・関係自治体による外客受入環境整備とコンテンツ開発への進捗フォロー
～「海洋周辺地域魅力向上補助金」の採択・交付（8月～）・・・1/3国費補助
【観光コンテンツの磨き上げ】
・旅行会社、インフルエンサー等を招致したテストマーケティング費用（船舶チャーター）
・船内外での多言語案内ツール（動画コンテンツ）製作費用
【受入環境整備】
・寄港地における移動円滑化費用（タラップスロープ）
・案内ガイド育成費用 ・多言語予約販売システム、ウェブサイト構築費用
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今後の計画と展望
（１）2020年度中における課題

－コロナ禍の情勢変化に合わせた誘客対応
東京都初商品のGo To キャンペーン組入による動向変化が不透明
中長距離旅客とマイクロツーリズムとの割付（対旅行会社の席数管理）バランスに難
地元での報道やウェブサイトを戦略的に活用し、近距離の個人向け需要を喚起

－営業初年度としての運航コース試行
「瀬戸内しまたびライン」定期航路ダイヤでの冬場の催行は困難（波荒れ、日暮れ）
ただし、マイクロツーリズムが好調なこともあり、短区間乗船の航路での試行を模索

ー「トワイライトエクスプレス瑞風」立寄コースとしての運用開始（2021.2～）
富裕層によるご利用形態の感触獲得（船内でのお土産物など）

（２）次年度以降の展望
ー運航コース（寄港地）と内容の定着化

販売手法（席数管理）の安定化、ガイドのスキルアップ
運航コースについては、「瀬戸内しまたびライン」の定着化を図りつつも、
お客様の志向と地元の受入態勢に応じてマイナーチェンジ／新規開発を図る必要

－MaaS、外国人旅客を意識した集客と販路拡大
いずれも既にインフラ対応済
オリパラ開催を見据えながら、戦略的なプロモーションが必要
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